
　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
六
十
五
条
第
一
項
︑
第
六
十
八
条
第
二
項
又
は

第
六
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の
と
お
り
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
指
定
を
行
っ
た

の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定
並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る

政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第
一
条
又
は
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日東
北
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
俊
雄

名　

称　

所　

在　

地　

指

定

年

月

日

指

定

年

月

日

医
療
法
人
社
団
ト
︱
タ
ル
ア
イ
ケ
ア
　
ア
イ
ケ
ア
ク

リ
ニ
ッ
ク
福
島
院

令
和
八
年
七
月
一
日

福
島
市
栄
町
一
番
地
三
五
番
福
島
キ
ャ
ピ
タ
ル
フ
ロ

ン
ト
ビ
ル
七
階
七
︱
七

太
田
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

令
和
八
年
七
月
一
日

須
賀
川
市
北
山
寺
町
一
九
七
番
地

八

六

二
十
五



　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
六
十
五
条
第
一
項
︑
第
六
十
八
条
第
二
項
又
は

第
六
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の
と
お
り
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
指
定
を
行
っ
た

の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定
並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る

政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第
一
条
又
は
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日東
北
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
俊
雄

名　

称　

所　

在　

地　

指

定

年

月

日

指

定

年

月

日

釜
田
歯
科
医
院

令
和
八
年
七
月
一
日

郡
山
市
緑
町
一
︱
八
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
白
亜
一
〇
三
号
室

穴
田
歯
科
医
院

令
和
八
年
七
月
六
日

双
葉
郡
富
岡
町
夜
の
森
南
三
丁
目
五
四

医
療
法
人
社
団
　
新
妻
歯
科
医
院
広
野

令
和
八
年
七
月
一
日

双
葉
郡
広
野
町
下
北
迫
字
前
川
原
六
一
番
地

八

六

二
十
五



　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
六
十
五
条
第
一
項
︑
第
六
十
八
条
第
二
項
又
は

第
六
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の
と
お
り
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
指
定
を
行
っ
た

の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定
並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る

政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶
第
一
条
又
は
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日東
北
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
俊
雄

名　

称　

所　

在　

地　

指

定

年

月

日

指

定

年

月

日

マ
リ
ン
薬
局

令
和
八
年
七
月
一
日

い
わ
き
市
中
央
台
鹿
島
二
︱
二
八
︱
四

八

六

二
十
五


